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わが街 わが地区わが街 わが地区 日常診療に生かす日常診療に生かす
講習会旺盛に開く講習会旺盛に開く

大 阪 市
西部地区

10月度生涯
研 修 講 座

臨床・学術部

大阪市東部・
西部・南部

大阪市東部
・北部地区

歯
内
療
法
成
功
の
鍵

口
腔
乾
燥
症
の
診
査
を
解
説

マ
ナ
ー
講
座
上
級
編

名
店
で
海
の
幸
味
わ
う

感
染
源
の
効
果
的
な
除
去
法
を
説
明

柿
木
氏〝
約
７
割
が
薬
の
副
作
用
〞

患
者
タ
イ
プ
別
の
応
対
法
学
ぶ舟

屋
め
ぐ
り
と
温
泉
で
疲
れ
癒
す

　

大
阪
市
西
部
地
区
は
10
月

２
日
、「
歯
内
療
法
成
功
の

鍵
―
難
治
症
例
を
作
ら
な
い

た
め
に
」
を
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

で
開
き
、
83
人
が
参
加
し

た
。
今
回
は
パ
ー
ト
３
で
木

ノ
本
喜
史
氏
（
大
阪
大
学
歯

学
部
臨
床
教
授
・
吹
田
市
開

業
）
が
感
染
根
管
治
療
に
つ

い
て
、
感
染
源
の
多
寡
に
着

目
し
た
素
早
い
探
索
と
効
果

的
な
除
去
方
法
を
中
心
に
解

説
し
た
。

　

こ
の
治
療
法
は
、
感
染
し

た
根
管
か
ら
感
染
源
を
除
去

し
根
尖
病
変
の
発
生
予
防
や

治
癒
に
導
く
も
の
。
除
去
率

を
高
め
る
に
は
、
感
染
源
の

量
が
多
い
部
位
か
ら
除
去
を

始
め
る
の
が
良
い
と
さ
れ

る
。
感
染
源
は
、
①
根
管
口

周
囲
の
カ
リ
エ
ス
の
残
存
②

主
根
管
の
見
逃
し
部
分
③
イ

ス
ム
ス
・
フ
ィ
ン
・
へ
こ
み

④
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
部
分
⑤
側
枝
・
根
尖
部
穿

孔
部
⑥
象
牙
細
管
―
―
の
順

に
多
い
。

　

根
管
口
周
囲
に
カ
リ
エ
ス

が
残
存
す
る
と
、
細
菌
の
侵

入
を
許
し
治
療
を
困
難
に
す

る
。
根
充
後
に
そ
の
ま
ま
キ

ャ
ス
ト
コ
ア
の
印
象
が
採
得

で
き
る
ぐ
ら
い
に
残
さ
ず
除

去
す
る
。
根
管
の
探
索
は
歯

軸
方
向
に
フ
ァ
イ
ル
で
行
う

が
、
根
管
口
が
髄
室
の
側
方

ま
た
は
側
壁
に
存
在
す
る
こ

と
も
あ
る
。
清
掃
は
次
亜
塩

素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
と
超
音
波

洗
浄
が
有
効
で
、
顕
微
鏡
を

併
用
し
目
視
下
で
行
う
と
清

掃
性
が
さ
ら
に
向
上
す
る
。 

　

本
来
の
根
管
と
異
な
る
方

向
に
拡
大
さ
れ
た
ト
ラ
ン
ス

ポ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
ガ
ッ

タ
パ
ー
チ
ャ
の
除
去
よ
り
も

先
に
プ
レ
カ
ー
ブ
を
つ
け
た

フ
ァ
イ
ル
で
本
来
の
根
管
を

探
索
し
た
方
が
対
処
し
や
す

い
。
そ
し
て
拡
大
し
て
感
染

源
を
取
り
除
く
。
根
尖
部
穿

孔
部
で
は
、
根
尖
手
前
ま
で

の
感
染
源
を
十
分
除
去
し
た

後
、
根
尖
付
近
の
感
染
源
を

慎
重
に
除
去
す
る
。
根
尖
孔

が
軟
化
し
て
い
れ
ば
拡
大
す

る
。
根
尖
ま
で
あ
る
程
度
広

く
な
っ
た
ら
超
音
波
洗
浄
し

根
管
長
か
ら
ほ
ん
の
わ
ず
か

引
き
ア
ピ
カ
ル
ス
ト
ッ
プ
を

つ
け
る
。
ビ
タ
ペ
ッ
ク
ス
等

の
充
填
材
で
根
尖
を
封
鎖
し

３
カ
月
程
度
経
過
観
察
と
す

る
。
症
状
が
持
続
す
れ
ば
根

切
等
の
外
科
的
処
置
を
検
討

す
る
。

　

根
管
治
療
の
成
功
率
は
抜

　

臨
床
学
術
部
は
10
月
16

日
、「
開
業
医
に
必
要
な
唾

液
と
口
腔
乾
燥
症
の
診
査
」

と
題
し
て
生
涯
研
修
講
座
を

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で
開
い
た
。

九
州
歯
科
大
学
摂
食
機
能
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
教
授

の
柿
木
保
明
氏
が
講
師
を
務

め
、
会
員
ら
70
人
が
参
加
し

た
。

髄
根
管
で
約
９
割
、
再
治
療

の
感
染
根
管
で
約
７
割
と
報

告
さ
れ
て
お
り
、
患
者
へ
の

説
明
が
非
常
に
重
要
だ
と
言

え
る
。
動
画
を
交
え
た
豊
富

な
症
例
と
対
処
法
が
分
か
り

や
す
く
紹
介
さ
れ
、
日
常
の

臨
床
に
す
ぐ
に
役
立
つ
講
演

だ
っ
た
。

（
港
区
・
冨
本
昌
之
）

　

講
習
で
は
、
人
前
で
の
１

分
間
ス
ピ
ー
チ
で
普
段
の
仕

事
で
心
が
け
て
い
る
こ
と
を

発
表
し
た
り
、
接
客
や
電
話

応
対
な
ど
医
院
で
起
こ
る
様

ざ
ま
な
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
想
定
し
た
ロ
ー
ル
プ
レ
イ

ン
グ
な
ど
、
実
践
形
式
で
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
た
。

　

西
出
氏
は
、
ビ
デ
オ
撮
影

し
た
ス
ピ
ー
チ
や
ロ
ー
ル
プ

レ
イ
ン
グ
の
様
子
を
再
生
し

な
が
ら
言
葉
遣
い
、
表
情
、

姿
勢
な
ど
を
批
評
し
、
笑
顔

の
重
要
性
や
明
る
い
ト
ー
ン

で
の
話
し
方
の
コ
ツ
な
ど
を

指
導
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
ビ
デ
オ

撮
影
で
自
分
の
姿
を
客
観
的

に
見
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か

っ
た
」「
改
善
点
も
非
常
に
分

か
り
や
す
か
っ
た
」
―
―
な

ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

て
来
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
に
連

れ
て
き
て
も
ら
っ
て
、
と
て

も
よ
か
っ
た
」。「
次
回
の
企

画
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
」

と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ご 

案  

内 「
第  

32 

回

保
険
医
囲
碁
大
会
」

　

毎
年
恒
例
の
保
険
医
囲
碁

大
会
が
13
日
、
ホ
テ
ル
京
阪

京
橋
で
開
か
れ
る
。
同
大
会

実
行
委
員
会
や
大
阪
府
保
険

医
協
会
文
化
部
な
ど
が
主

催
。32
回
目
と
な
る
今
回
は
、

「
５
級
未
満
」「
４
級
以
上
」

「
有
段
者
」「
６
段
超
」の
４
ク

ラ
ス
を
設
定
。対
局
に
加
え
、

プ
ロ
棋
士
に
よ
る
講
習
も
開

く
。
参
加
費
１
万
５
千
円
。

詳
細
や
申
し
込
み
は
、
医
科

協
会
・
田
村
（
℡
06
―
６
５

６
８
―
７
７
２
１
）
ま
で
。

10
月
23
日
に
開
い
た
。
歯
科

医
師
・
家
族
・
ス
タ
ッ
フ
32

人
が
参
加
し
た
。

　

家
屋
内
に
舟
着
場
が
あ
る

舟
屋
を
海
か
ら
遊
覧
船
で
見

学
し
、
デ
ッ
キ
で
は
名
物
の

カ
モ
メ
の
餌
や
り
を
楽
し
ん

だ
。
手
に
持
っ
た
餌
を
め
が

け
、
間
近
に
飛
行
す
る
カ
モ

メ
は
参
加
者
を
興
奮
さ
せ

た
。

　

食
事
処
で
は
、
日
本
海
の

幸
を
堪
能
し
、
丹
後
・
奥
伊

根
温
泉
に
入
浴
。
目
の
前
に

広
が
る
海
を
眺
め
な
が
ら
入

る
温
泉
は
、
日
頃
の
疲
れ
を

癒
や
し
た
。
参
加
者
か
ら

は
、「
自
分
で
は
少
し
遠
く

屋
を
め
ぐ
り
、
名
店
油
屋
別

館
和
亭
で
海
の
幸
を
堪
能
す

る
」
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
を

　

大
阪
市
東
部
・
北
部
地
区

は
、
会
員
交
流
を
は
か
る
文

化
企
画
と
し
て
「
伊
根
の
舟

　

大
阪
市
東
部
・
西
部
・
南

部
地
区
は
共
催
で
「
洗
練
さ

れ
た
接
遇
・
マ
ナ
ー
講
座

（
上
級
編
）」
を
10
月
16
日
、

保
険
医
会
館
で
開
い
た
。
13

人
の
参
加
者
は
、
人
前
で
の

立
ち
居
振
る
舞
い
や
様
ざ
ま

な
タ
イ
プ
の
患
者
が
来
院
し

た
と
き
の
対
応
法
な
ど
を
学

ん
だ
。
講
師
は
、
接
遇
マ
ナ

ー
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
西

出
知
子
氏
が
務
め
た
。

る
場
合
は
ノ
ン
シ
ュ
ガ
ー
に

す
る
。

　

舌
下
腺
・
顎
下
腺
の
マ
ッ

サ
ー
ジ
、
パ
タ
カ
ラ
体
操
、

音
波
歯
ブ
ラ
シ
を
使
う
と
歯

ブ
ラ
シ
の
背
側
が
耳
下
腺
顎

下
腺
を
刺
激
す
る
の
で
効
果

が
認
め
ら
れ
る
。

　

最
後
に
、
唾
液
分
泌
改
善

薬
と
し
て
漢
方
薬
の
有
効
性

を
述
べ
た
。
通
常
、
サ
リ
グ

レ
ン
な
ど
を
使
用
す
る
が
、

薬
剤
性
の
口
腔
乾
燥
症
に
は

漢
方
が
有
効
で
あ
る
。
白
虎

加
人
参
湯
が
口
腔
乾
燥
の
フ

ァ
ー
ス
ト
チ
ョ
イ
ス
と
し
、

五
苓
散
は
水
分
代
謝
の
改
善

（
舌
の
圧
痕
）
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
る
と
し
た
。

 

（
東
住
吉
区
・
森
啓
）

げ
ら
れ
る
。
特
に
高
齢
に
な

る
と
服
薬
数
が
多
く
な
り
、

口
腔
乾
燥
症
に
な
り
や
す
く

な
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

診
断
方
法
に
は
粘
膜
湿
潤

度
検
査
紙
を
用
い
る
方
法
が

簡
便
で
高
齢
者
・
障
害
者
に

も
利
用
し
や
す
い
。
そ
の
他

に
唾
液
検
査
（
ワ
ッ
テ
法
な

ど
）
が
あ
る
が
寝
た
き
り
の

高
齢
者
で
は
実
施
し
に
く

い
。

　

口
腔
乾
燥
症
の
多
く
が
薬

剤
の
副
作
用
に
起
因
し
て
お

り
、
原
因
除
去
は
不
可
能
と

考
え
ら
れ
る
場
合
は
対
処
療

法
と
な
る
。
口
腔
の
保
湿
を

目
的
に
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
Na
を

含
む
保
湿
剤
が
有
効
で
あ

る
。
の
ど
飴
な
ど
を
使
用
す

　

口
腔
乾
燥
を
起
こ
す
原
因

は
、
薬
剤
の
副
作
用
が
約
70

％
と
し
、
降
圧
剤
や
β
遮
断

剤
、抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン
剤
、精
神

安
定
剤
、
抗
う
つ
剤
な
ど
を

挙
げ
た
。
シ
ェ
ー
グ
レ
ン
症

候
群
、
慢
性
関
節
リ
ュ
ウ
マ

チ
な
ど
の
膠
原
病
、糖
尿
病
、

水
分
の
代
謝
障
害
か
ら
舌
に

歯
牙
の
圧
痕
が
つ
く
場
合
は

舌
上
に
唾
液
が
回
ら
ず
乾
燥

感
が
生
じ
る
。
ほ
か
に
も
、

栄
養
状
態
や
ス
ト
レ
ス
、
口

呼
吸
な
ど
が
原
因
と
し
て
挙

　

柿
木
氏
は
、
口
腔
乾
燥
症

の
原
因
と
診
査
・
診
断
に
つ

い
て
、「
口
腔
粘
膜
の
乾
燥

は
唾
液
の
分
泌
の
多
寡
と
は

相
関
せ
ず
、
唾
液
の
分
泌
が

低
下
し
な
く
て
も
口
腔
粘
膜

の
乾
燥
は
起
こ
る
」「
今
ま

で
は
、
加
齢
に
よ
り
唾
液
分

泌
が
低
下
し
口
腔
乾
燥
が
起

こ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た

が
、
近
年
は
加
齢
に
よ
る
唾

液
分
泌
の
低
下
は
ほ
と
ん
ど

み
ら
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
て

い
る
」
と
述
べ
た
。

患者の応対法を実習する参加者
＝10月16日、保険医会館　　　

口腔乾燥の原因と治療法に
ついて説明する柿木保明氏
＝10月16日、Ｍ＆Ｄホール

カモメの餌やりを楽しむ参加者
＝10月23日、京都府伊根町　　

　

保
険
で
よ
い
歯
科
医
療

を
大
阪
連
絡
会
が
10
月
20

日
に
要
請
し
た
国
会
議
員

は
次
の
通
り
。

【
面
談
】

衆
院　

　

民
主
・
萩
原
仁
、
森
山

浩
行

　

共
産
・
吉
井
英
勝

参
院　

　

共
産
・
山
下
芳
生

【
秘
書
対
応
】

衆
院

　

民
主
・
大
谷
信
盛
、
平

野
博
文
、
樽
床
伸
二
、
熊

谷
貞
俊
、
熊
田
篤
嗣
、
中

野
寛
成
、
長
尾
敬
、
渡
辺

義
彦
、
吉
田
お
さ
む
、
中

川
治
、
藤
村
修
、
稲
見
哲

男
、
辻
惠
、
辻
元
清
美
、

大
谷
啓
、
村
上
史
好

　

自
民
・
松
浪
健
太
、
柳

本
卓
治
、
谷
畑
孝
、
竹
本

直
一
、
西
野
あ
き
ら

　

公
明
・
池
坊
保
子

　

共
産
・
宮
本
岳
志

　

社
民
・
服
部
良
一

　

無
所
属
・
中
島
正
純

参
院

　

民
主
・
梅
村
聡
、
尾
立

源
幸
、
藤
原
正
司

　

自
民
・
北
川
イ
ッ
セ

イ
、
谷
川
秀
善

　

公
明
・
白
浜
一
良
、
石

川
博
崇
、
山
本
香
苗

 

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

10・20国会行動
要請議員一覧


